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勝宮　彩



勝宮　彩
K a t s u m i y a  A y a

I CH I  D E S I GN  O F F I C E

・広島県呉市出身。

・関西学院大学法学部卒業後、

　桑沢デザイン研究所プロダクトデザイン学科卒

・東京で雑貨メーカー経験

・広島で家具メーカー経験

・地元広島にてデザイン事務所立ち上げ

・３歳児を育児中



デザイン事務所の活動

プロダクトデザイン グラフィックデザイン ブランディング

・製品スタイリング
・図面作成
・カラー提案

・チラシ、ポスター作成
・カタログ作成
・ロゴ提案
・パッケージ提案

・商品ブランディング
・ストーリー提案

独立のきっかけ

育休明けの働き方に限界を感じ、子どもの体調不良などにも柔軟に対応できるよう、独立という道を選びました。



最近の活動

児玉ゴム商会の児玉専務より

これからアップサイクルな取り組みをしていきたい！
うちのゴム端材とシモヱさんの突板端材で
コースターを作ったのでブランディングお願いします。



端材は財産。

ブランディングコンセプト

ブランドストーリー

「端財WORKS」— それは端材に秘められた可能性を最大限に引き出

す取り組みでありブランドです。端材は、本来廃棄されるはずのも

の。しかし、視点を変えればそれは「素材の個性が輝く宝物」。私たち

は、素材の持つ個性を尊重しアップサイクルという形で新しい価値を

創造します。単なるリサイクルではなく、「廃材」から「端財」へと変

わる瞬間をデザインします。





デザイン・アートラボ活動

こどもたちが

デザイン思考・アート思考

を体感する教室 工作などを通して、デザイン思考やアート思考に触れるイベントの運営。
商品開発を疑似体験できる内容や、端材を使ったアップサイクルな工作イベントなど





6/28　ひろしまCamps

9/7     アルパーク無印良品
　　　 開催予定

デザイン・アートラボ活動

活動のきっかけ

活動成果・やりがい

自分の子供を持ったことで、世の中の子供たちに自分が何か提供できるもの
はないかと考えるようになった。
デザイン思考やアート思考を、こどものうちから身に付いたら社会に出た時
に身を立てるための一端となれるのではないかと思いひとまずはイベントか
ら始めた。

こどもの楽しかったという感想。
こどもの発想力の素晴らしさから学ぶことも多い。



今後取り組みたいこと

デザイン事務所として

デザイン・アートラボ

・地域に根差した企業や人々が元気になれるデザイン事業
　地域おこし商品開発、平和につながるデザイン　など

・こどもたちがデザインに接する機会を作るために定期的にイベントを行う

将来的には
・デザイン思考やアート思考を学ぶことで、こどもたちが自分の力で未来を切り開ける
　力を身につける一端となりたい
・育児中のため、企業だと限定された働き方しかできないデザイナーがより働きやすい
　場の提供を行いたい


